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の北上川は黄褐色を呈し、1955 年の pH は平均
5.5、低いときは 4 を下回った（後藤 1957）。主に
岩手県においてサケの大量斃死が相次ぎ（国土交







































1932 年 飯野川可動堰竣工 
鴇波洗堰（魚道付）竣工
1945 年頃 2 ～ 3 千尾のサケ遡上 約 200 尾のサケ遡上
1955 年 松尾故山の影響 北上川 
（盛岡）の pH4 以下を記録
1970 年頃 松尾鉱山の影響大 早期群サケ遡上数尾
1972 年 松尾中和処理施設竣工 早期群サケの遡上













































は約 50,000 尾程度（盛岡河川漁業協同組合 私信）



































　河川・河床水温の網羅的な調査は 1999 年の 5
月 24 日から 9 月 13 日の間に実施した。調査範囲
は、中津川、北上川の合流部から米内川合流部下
流の堰堤までの区間とした。調査は、川岸部から
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さかった場所の測定を優先したため、測定回数は
1 ～ 6 回と開きが生じた。
　1999 年の河川・河床水温調査の結果から、水
温差が大きかった Pt.1 において、2000 年 9 月か








に、産卵のピークを過ぎた 2009 年 10 月 27 日か
















も評価に含めることから、産卵行動 5 尾以上を 3
ポイント、5 尾未満を 1 ポイント、掘り跡を 1 ポ
イントに換算して集計した。
　1999 年は 9 月 29 日、10 月 4 日、6 日、9 日、14 日、
21 日、29 日、11 月 9 日に、2000 年は 9 月 29 日、
10 月 4 日、7 日、8 日、10 月 26 日、11 月 4 日、7 日、
9 日、2001 年は 9 月 24 日、28 日、30 日、10 月 6







び稚魚の状況を確認した。2009 年 11 月 20 日に、
箱めがねで河床を覗きながら産卵床の河床材料の
一部を 10 ～ 20cm ほどの深さまで金属製の熊手
で動かし、手網によって卵を採集した。さらに、











2008 年 10 月 28 日、2009 年 10 月 22 日、2010 年
10 月 23 日である。
3．結果
3.1．河川・河床水温調査
　1999 年 5 月 24 日から 9 月 13 日の調査におい
て、河川水温と河床水温に 1℃以上の差が見られ


















Pt.1 Pt.2 Pt.3 Pt.4 Pt.5 Pt.6 Pt.7 Pt.8 Pt.9 Pt.10
5/24 23.3 15.1 11.5（3.6） 14.3（0.8） 11.2（3.9）
6/1 21.3 14.4 11.7（2.7） 13.9（0.5）
6/9 17.6 16.5 10.6（5.9）
6/11 23.4 17.6 11.9（5.7）
6/14 28.7 20.1 16.8（3.3）
6/18 21.3 16.6 11.8（4.8）
6/18 21.3 16.6 12.0（4.6）
6/21 26.3 18.9 13.8（5.1）
6/28 26.9 19.5 10.4（9.1）
6/29 24.1 19.8 12.6（7.2）
7/8 25.5 18.7 13.1（5.6）
7/9 24.5 19.4 11.5（7.9） 12.9（6.5）
7/21 29.1 18.3 14.4（3.9）
8/3 29.3 21.4 13.6（7.8）
8/7 30.1 22.8 15.8（7.0）
8/19 30.4 23.6 16.4（7.2）
9/3 24.9 19.6 16（3.6） 18.6（1.0） 15.4（4.2）
9/6 22.5 19.3 15.8（3.5） 14.2（5.1）
9/9 26.9 20.8 17（3.8）
9/11 25.3 20.6 15.7（4.9） 15.3（5.3） 15.2（5.4）
9/13 24.6 19.9 15.2（4.7） 14.7（5.2） 18.5（1.4）
9/13 24.6 19.9 18.4（1.5）
平均 12.8（4.7） 15.9（1.4） 14.1（3.9） 11.9（6.9） 14.7（5.2） 14.4（3.9） 15.8（6.0） 14.5（6.6） 15.1（5.9） 15.2（3.1）
－ 82 －


























各湧水確認 Pt. の産卵行動2009 年の湧水河床・産卵床・河床各水温の
推移（Pt.1）
図 6　調査日毎の総産卵行動確認尾数
y = 0.0003x3 - 0.081x2 + 16.0x + 1.55 （r = 1，湧水河床）
y = 0.0004x3 - 0.097x2 + 14.7x + 4.11 （r = 0.99，産卵床）




掘り行動 5 尾以上：3　5 尾未満：1　堀り跡：1
積算温度に達した日 調査時積算温度（℃）
発眼 孵化 浮上 発眼 稚魚 稚魚
240℃ 480℃ 960℃ 11/20 1/20 1/29
河川水 11/22 2/3 － 236 453 463
産卵床 11/13 12/9 2/18 306 794 856
湧水河床 11/12 12/2 1/23 343 959 1037
1999 2000 2001 平均
Pt.1 1 4 6 3.7
Pt.2 0 2 0 0.7
Pt.3 6 13 9 9.3
Pt.4 0 3 2 0.7
Pt.5 0 1 2 1.0
Pt.6 2 3 11 5.3
Pt.7 1 0 0 0.3
Pt.8 0 0 0 0
Pt.9 4 0 7 3.7




1 月 23 日、産卵床が 2 月 18 日であった。一方、
河川水では、サケ稚魚浮上積算温度は調査期間を
大きく上回り、孵化の積算温度である 480℃に達


















　2009 年 11 月 20 日に、河川水温と河床水温に
差が見られた Pt.1 において発眼卵および稚魚確
認の調査を実施した。2009 年 11 月 20 日の発眼
卵調査においては、4 個の卵を回収し、全ての卵
に発眼を確認した。1 月 20 日の稚魚採捕調査に
おいては、サケの稚魚 5 個体を採捕した。標準
体長は、48mm、42mm、46mm、38mm、34mm
であり、平均 41.6mm、尾又長は平均 46.8mm で







りである。2005 年 10 月 5 日 175 尾、2006 年 11
月 2 日 311 尾、2007 年 10 月 31 日 239 尾、2008
年 10 月 28 日 403 尾、2009 年 10 月 22 日 269 尾、














湧水河床最低水温は、2000 年が 8.2℃、2009 年が
8.4℃、2009 年の産卵床最低水温は 6.0℃であり、
小林（1968）による冬期の産卵床内水温の 6.7 ～
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れば発生は早くなり、低いと遅くなる。中津川
の場合、遡上・産卵は 9 月下旬から始まり 10 月
中旬にピークを迎える早期群が中心である（図
6）。産卵行動が概ね一段落した 10 月 27 日を 0 と
した Pt.1 における積算温度を見ると、河川水温
のみでは 11 月 22 日に発眼の積算温度 240℃に達
し、2 月 3 日に孵化の積算温度 480℃に達するこ
とになり（表 3）、所定の積算温度に達するため
の時間がかかりすぎる。11 月 20 日の発眼卵調査
で、発眼した卵を確認していること、1 月 20 日、
29 日の稚魚確認調査でそれぞれの平均尾又長が

















50 尾～ 250 尾程度である。しかしながら、調査
















　1999 ～ 2001 年に実施した産卵状況調査の結






が 11 月上旬、ピークが 12 月上旬および 1 月上旬
である（能勢 1970）ことから、中津川へ 10 月に
遡上する個体に後期群の遡上時期が早い個体が含
まれていたとしても少数と考えられる。中津川へ
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論文　北上川水系中津川におけるサケ（Oncorhynchus keta）の遡上と産卵環境の評価
Evaluation of Oncorhynchus keta Returning and
Spawning Environment in the Nakatsu River of the
Kitakami River Basin
Shoji Watanabe, Morio Tsuji, Masaki Suzuki and 
Mitsuru Toikawa
Abstract  In late September Oncorhynchus keta begin to ascend the Nakatsu River, Morioka, 
Iwate Prefecture, Japan, from the estuary via the Kitakami River. They spawn 
in rivers with spring water emitted from the river bed. This study evaluated O. 
keta spawning environment in the Nakatsu River. Results show differences in 
temperatures of the river water and riverbed water at some points along the Nakatsu 
River. Riverbed water temperatures tend to increase in winter and decrease in 
summer compared with river water temperature, which indicates the existence of 
spring water from the riverbed. The spawning intensity was higher where differences 
in river water and riverbed temperatures were observed. Furthermore, in spawning 
areas with spring water, eyed eggs and advanced fry were observed. For eggs 
that hatched in winter, the cumulative river water temperature was insufficient for 
embryonic development. Therefore, O. keta use higher-temperature spring water. 
Although stocking of O. keta has continued, the ascending individuals calculated using 
the return rate from the stocking number ware more numerous than the number 
calculated based on the mortality of individuals in the river. Results of this study 
suggest that some individuals ascend the Nakatsu River are wild individuals, but their 
relative frequency remains unclear.
Key words  Nakatsu River, Oncorhynchus keta, riverbed spring water, natural spawning, wild 
individuals
